
貸　借　対　照　表
（2021年３月31日現在）

（単位　千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 預 金

電 子 記 録 債 権

受 取 手 形

完成工事未収入金

未 成 工 事 支 出 金

材 料 貯 蔵 品

短 期 貸 付 金

そ の 他 流 動 資 産

預 け 金

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 ・ 備 品

リ ー ス 資 産

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

借 地 権

ソ フ ト ウ ェ ア

その他無形固定資産

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

出 資 金

リ ー ス 投 資 資 産

長 期 貸 付 金

敷 金 保 証 金

破産債権，更生債権等

長 期 未 収 入 金

長 期 前 払 費 用

貸 倒 引 当 金

35,823,400

90,880

831,365

168,116

28,167,543

4,017,769

1,594,845

26,838

540,279

388,580

△2,818

27,770,650

9,105,811

3,967,234

167,601

110,962

7,667

346,122

40,489

4,117,266

348,467

209,535

18,292

178,166

13,077

18,455,302

3,774,176

13,933,865

45,415

86,605

42,741

510,509

867

2,800

65,338

△7,017

流 動 負 債 14,044,824

電 子 記 録 債 務 1,872,715

工 事 未 払 金 7,354,474

リ ー ス 債 務 13,342

未 払 金 1,116,256

未 払 費 用 494,825

未 払 法 人 税 等 823,718

未 成 工 事 受 入 金 599,136

完成工事補償引当金 27,336

工 事 損 失 引 当 金 355,653

賞 与 引 当 金 1,202,696

そ の 他 流 動 負 債 184,668

固 定 負 債 6,892,871

長 期 未 払 金 5,960

リ ー ス 債 務 30,327

資 産 除 去 債 務 77,730

長 期 預 り 金 36,330

退 職 給 付 引 当 金 5,200,959

繰 延 税 金 負 債 1,541,563

負 債 合 計 20,937,696

純 資 産 の 部

株 主 資 本 34,493,156

資 本 金 1,091,900

資 本 剰 余 金 742,523

資 本 準 備 金 742,523

利 益 剰 余 金 32,859,789

利 益 準 備 金 272,975

その他利益剰余金 32,586,814

配当引当積立金 195,500

退職給与積立金 400,000

固定資産圧縮積立金 386,165

別 途 積 立 金 20,800,000

繰越利益剰余金 10,805,148

自 己 株 式 △201,055

評価・換算差額等 8,163,197

その他有価証券評価差額金 8,163,197

純 資 産 合 計 42,656,353

資 産 合 計 63,594,050 負債・純資産合計 63,594,050
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損　益　計　算　書

(2020年４月１日から
2021年３月31日まで)

（単位　千円）

科 目 金 額

完 成 工 事 高 56,010,706

完 成 工 事 原 価 48,891,458

完 成 工 事 総 利 益 7,119,247

販売費及び一般管理費 4,882,411

営 業 利 益 2,236,836

営 業 外 収 益

受 取 利 息 ・ 配 当 金 215,516

受 取 地 代 家 賃 103,220

そ の 他 営 業 外 収 益 106,987 425,724

営 業 外 費 用

支 払 利 息 3,768

出 向 者 人 件 費 差 額 負 担 金 130,452

そ の 他 営 業 外 費 用 44,304 178,525

経 常 利 益 2,484,035

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 157 157

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 3,396

固 定 資 産 除 却 損 33,832 37,229

税 引 前 当 期 純 利 益 2,446,964

法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税 814,316

過 年 度 法 人 税 等 33,660

法 人 税 等 調 整 額 △65,974 782,003

当 期 純 利 益 1,664,960
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株主資本等変動計算書

(2020年４月１日から
2021年３月31日まで)

（単位　千円）

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計資 本

準備金

資 本
剰余金
合 計

利 益
準備金

そ の 他 利 益 剰 余 金
利 益
剰余金
合 計

配当引当
積 立 金

退職給与
積 立 金

固定資産
圧 縮
積 立 金

別 途
積立金

繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 1,091,900 742,523 742,523 272,975 195,500 400,000 392,906 20,800,000 9,215,059 31,276,440 △201,055 32,909,807

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △81,611 △81,611 △81,611

固 定 資 産 圧 縮
積 立 金 の 取 崩

△6,740 6,740 － －

当 期 純 利 益 1,664,960 1,664,960 1,664,960

株 主 資 本 以 外 の
項 目 の 当 期 変 動 額
（ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 － － － － － － △6,740 － 1,590,089 1,583,349 － 1,583,349

当 期 末 残 高 1,091,900 742,523 742,523 272,975 195,500 400,000 386,165 20,800,000 10,805,148 32,859,789 △201,055 34,493,156

評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 8,560,527 8,560,527 41,470,335

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △81,611

固 定 資 産 圧 縮
積 立 金 の 取 崩

－

当 期 純 利 益 1,664,960

株 主 資 本 以 外 の
項 目 の 当 期 変 動 額
（ 純 額 ）

△397,330 △397,330 △397,330

当 期 変 動 額 合 計 △397,330 △397,330 1,186,018

当 期 末 残 高 8,163,197 8,163,197 42,656,353
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法

・子会社及び関連会社株式　　　　移動平均法による原価法

・その他有価証券

時価のあるもの　　　　　　　　期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に

より算定）

時価のないもの　　　　　　　　移動平均法による原価法

②　たな卸資産の評価基準及び評価方法

・未成工事支出金　　　　　　　　個別法による原価法

・材料貯蔵品　　　　　　　　　　先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

(2) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっています。ただし、1998年４月１日以降

に取得した建物（附属設備を除く）並びに2016年４月

１日以降に取得した建物附属設備及び構築物について

は定額法によっています。

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。

建物…………………………………３～50年

構築物………………………………２～50年

機械…………………………………６～17年

車両運搬具…………………………２～７年

工具器具・備品……………………２～20年

また、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却

資産については、３年間で均等償却しています。

②　無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっています。ただし、ソフトウェアの償却

方法については以下のとおりであります。

自社利用のソフトウェアについては、社内における利

用可能期間（５年）に基づく定額法によっています。

販売目的のソフトウェアについては、見込販売数量に

基づく償却額と見込有効期間（３年）の残存期間に基

づく均等配分額のいずれか大きい額によっています。

③　長期前払費用　　　　　　　　　均等償却をしています。
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④　リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定

額法によっています。

(3) 引当金の計上基準

①　貸倒引当金　　　　　　　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込

額を計上しています。

②　完成工事補償引当金　　　　　　完成工事に係るかし担保の費用に備えるため、当事業

年度末に至る１年間の完成工事高に対する将来の見積

補償額に基づいて計上しています。

③　工事損失引当金　　　　　　　　受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度

末手持工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、その

金額を合理的に見積もることができる工事について、

損失見込額を計上しています。

④　賞与引当金　　　　　　　　　　従業員に対して支給する賞与の支払に備えるため、過

去の支給実績を勘案し、負担すべき実際支給見込額を

計上しています。

⑤　退職給付引当金　　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末におけ

る退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事

業年度末までの期間に帰属させる方法については、給

付算定式基準によっています。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従

業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（14年）に

よる定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業

年度から費用処理しています。

(4) 完成工事高及び完成工事原価の計上基準

当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行

基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適

用しております。

(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

①　消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっています。

②　退職給付に係る会計処理

　退職給付に係る未認識数理計算上の差異の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書類

におけるこれらの会計処理の方法と異なっています。
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２．表示方法の変更に関する注記

　（「会計上の見積りの開示に関する会計基準」の適用）

　　「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３月31日）を当

　事業年度から適用し、個別注記表に会計上の見積りに関する注記を記載しております。

３．会計上の見積りに関する注記

　(1) 工事進行基準による収益認識

　　工事進行基準による完成工事高　　　23,513,976千円

　(2) その他見積りの内容に関する理解に資する情報

　　連結注記表に記載した内容と同一であります。

４．貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 7,517,550千円

(2) 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりです。

①　短期金銭債権 19,846,693千円

②　短期金銭債務 433,108千円

５．損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

①　売上高 38,181,670千円

②　仕入高 1,994,525千円

③　営業取引以外の取引高 144,657千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 365千株 ―千株 ―千株 365千株
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７．税効果会計に関する注記

　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）

賞与引当金 368,025千円

工事損失引当金 108,830千円

未払事業税 46,172千円

未払社会保険料 54,493千円

部分竣工 23,705千円

退職給付引当金 1,591,493千円

出資金評価損 13,522千円

貸倒引当金 2,152千円

資産除去債務 23,785千円

減損損失 1,514千円

その他 62,120千円

評価性引当額 △58,567千円

　計 2,237,249千円

繰延税金負債との相殺 △2,237,249千円

繰延税金資産合計 －千円

（繰延税金負債）

固定資産圧縮積立金 △170,268千円

資産除去費用 △9,208千円

その他有価証券評価差額金 △3,599,334千円

計 △3,778,812千円

繰延税金資産との相殺 2,237,249千円

繰延税金負債合計 △1,541,563千円
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８．関連当事者との取引に関する注記

(1) 親会社及び法人主要株主等

種 類 会社等の名称
資本金又
は出資金
( 千 円 )

事 業 の
内 容
又は職業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事
者との関
係

取引の内容
取引金額
( 千 円 )

科 目
期末残高
( 千 円 )

そ の 他
の 関 係
会 社

東 海 旅 客
鉄道㈱

112,000,000 鉄道事業
　　0.4
（23.2）

受注工事の
施工
役員の兼任

電気工事
等の施工

38,181,670

完成工事
未収入金

19,705,331

未成工事
受 入 金

340,506

出 向 者
人 件 費

1,282,199 未払費用 97,270

(2) 子会社等

種 類 会社等の名称
資本金又
は出資金
( 千 円 )

事 業 の
内 容
又は職業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事
者との関
係

取引の内容
取引金額
( 千 円 )

科 目
期末残高
( 千 円 )

子会社 ㈱東海電業 10,000 設備工事業 85.0
電気工事の
外注
役員の兼任

当社受注
工 事 の
施 工

389,566 工事未払金 76,460

（注）１．上記の金額のうち、取引金額には消費税等は含まれておらず、期末残高には消費税等

　　　を含んでいます。

　　２．取引条件及び取引条件の決定方針等

　　　　上記の取引については、それぞれ一般取引と同様に適正な価格で決定しております。

(3) 兄弟会社等

種 類 会社等の名称
資本金又
は出資金
( 千 円 )

事 業 の
内 容
又は職業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事
者との関
係

取引の内容
取引金額
( 千 円 )

科 目
期末残高
( 千 円 )

その他の
関係会社
の子会社

JR東海財務
マネジメン
ト ㈱

80,000
グループ内
金融事業

―
資 金 の 借
入、預け入

C M S 5,363,108 預 け 金 388,580

（注）１．当社はJR東海財務マネジメント㈱と「CMS基本契約」を締結しており、ＪＲ東海グルー

プ会社相互の余剰資金の融通の仕組みであるＣＭＳ(キャッシュ・マネージメント・シ

ステム)を利用しております。そのため、ＪＲ東海財務マネジメント㈱に対する短期借

入金又は預け金の残高は日々変動しております。

　　　　　なお、取引金額については、期中における残高の平均金額を記載しております。

　　　２．取引条件及び取引条件の決定方針等

　　上記の取引については、それぞれ一般取引と同様に適正な価格で決定しております。

９．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 163円20銭

(2) １株当たり当期純利益 4,181円40銭
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10．その他の注記

（退職給付関係）

(1) 採用している退職給付制度の概要

当社は、確定給付型の制度として退職一時金制度を、確定拠出型の制度として確定拠出

年金制度を設けております。

(2) 確定給付制度

①　退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

退職給付債務の期首残高 5,580,511千円

勤務費用 456,968千円

利息費用 5,581千円

数理計算上の差異の発生額 9,722千円

退職給付の支払額 △163,078千円

退職給付債務の期末残高 5,889,705千円

②　退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調

整表

積立型制度の退職給付債務 5,889,705千円

積立状況を示す額 5,889,705千円

未認識数理計算上の差異 △688,745千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 5,200,959千円

退職給付引当金 5,200,959千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 5,200,959千円

③　退職給付費用及びその内訳項目の金額

勤務費用 456,968千円

利息費用 5,581千円

数理計算上の差異の費用処理額 95,586千円

確定給付制度に係る退職給付費用 558,135千円

④　数理計算上の計算基礎に関する事項

当事業年度末における主要な数理計算上の計算基礎

割引率 0.1％

(3) 確定拠出制度

当社の確定拠出制度への要拠出額は、当事業年度67,760千円です。
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